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平成10年・平成11年汐格丸実験航海報告
実習船運航センター(汐路丸)
1　まえがき
汐路丸3世は建造以来、多くの実船実験に使われ、本船の動静は国際シンポジウムでも
l
外国の参加者からも注目されている。世界的にみて実習と共に船舶システムの研究実験を
行える稀有の船であることが評価されているものと思われる。
ここでは、平成10年3月から平成11年8月まで汐路丸での学内教官による実験(卒業
論文、修士論文、博士論文作成を含む)、学外(国立大学、民間)と本学教官との共同研究
の実績とその内容について報告する。
2　期間中の実験項目
上記期間中、汐路丸は第1表のように実験航海を実施した。
航海月日 実 験 項 目 実 験 形 態
平成 10年 .主機回転数電算機制御 博士論文作成
3月 10日 .目標点への最短時間停船実験 博士、修士論文作成
I RTK-GPS精度確認実験 誘導制御研究室
3月 12日 .セルフチューニングオー トパイロッ ト実
敬
.コース トラッキング
博士論文作成
卒業論文作成
.船体運動 .波高計測実験 造船研究協会との共同研究
GPSコンパス開発実験 横河電子機器 との共同研究
.主機回転数制御実験 システム管理研究室
DMC無線によるARK-GPS測定実験 情報通信工学研究室
.通航船観測 輸送機器設計研究室
3月 17日 .ニューラルネットワークを用いた目標点 名工大との共同研究
誘導制御研究室
- 自動停船実験
3月 19日 RTK-GPS精度確認実験
.セルフチューニングオー トパイロッ ト実
敬
.コース トラッキング実験
博士論文作成
卒業論文作成
.船体運動 .波高計測実験 造船研究協会との共同研究
GPSコンパス開発実験 横河電子機器 との共同研究
.汐路丸運動計測実験 浮体施設研究室
.舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
.ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
.海上の大気の光学的厚さの測定 物理学研究室 (科学研究費)
.船酔いに関する研究 保健 .体育研究室
平成11年8月31日受付
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航海月日 実 験 項 目 実 験 形 態
平成 10年 .ミリ波レーダによる波向き計測実験 情報計測実験室
7月22日 DDV操舵機試験 三井昭島研究所との共同実験
I .ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
7月24日 RTK-GPS基礎実験 誘導制御研究室
.セルフチューニングオー トパイロット実
験
.コーストラッキング実験
博士論文作成
卒業論文作成
.船体運動 .波高計測実験 造船研究協会との共同研究
.主機回転数制御実験 博士論文作成
.ニューラルネットワークを用いた着桟実
m
DDV方式によるオートパイロット実験
名工大との共同研究
三井昭島研究所との共同実験
GPSコンパス開発実験 横河電子機器との共同研究
.船酔いに関する研究 保健 .体育研究室
7月28日 DDV操舵機による舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
I .避航実験 博士論文作成
7月31日 .横流れ中の操船実験 修士論文作成
.ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
.主機回転数制御実験 博士論文作成
.海上の大気の光学的厚さの測定 物理学研究室 (科学研究費)
GPS測位実験 修士論文作成
12月1日 .ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
- DDV操舵機による舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
12月4日 .横流れ中の操船実験 ロボット工学研究室
.衝突回避実験 ロボット工学研究室
RTK-GPS精度試験 誘導制御研究室
.セルフチューニングオー トパイロット実
顔
.コーストラッキング実験
博士論文作成
卒業論文作成
.船体運動 .波高計測実験 造船研究協会との共同研究
.ニューラルネットワークを用いた着桟実
験
.学習型制御による幅寄せ実験
名工大との共同研究
九州大学との共同実験
GPSコンパス評価実験 横河電子機器との共同研究
.最短時間停船試験 博士論文作成
.運動性能経年変化の実験 汐路丸独自実験
平成 11年 .ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
3月2日 DDV操舵機による舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
I .最短時間着桟実験 修士論文作成
3月5日 .学習型フィードフォワード制御系実験 九州大学との共同実験
.主機回転数制御実験 博士論文作成
.船内LAN調整 誘導制御研究室
.船内環境調査 浮体施設研究室
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航海月日 実 験 項 目 実 験 形 態
平成 11年 .ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
3月 9日 DDV操舵機による舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
I .最短時間着桟実験 修士論文作成
3月 11日 .主機回転数制御実験 博士論文作成
-船内LAN調整 誘導制御研究室
.航行船舶画像収集実験 情報システム研究室
8月 3日 .ダイナミックポジショニング実験 デルフト工大との共同実験
I DDV操舵機による舵減揺実験 三井昭島研究所との共同実験
8月5日 .自動衝突回避実験 修士論文作成
.横流れ中の制御実験 博士論文作成
.船上自動気象計測システム試験 環境論研究室
.追い波中船体運動計測実験 日本大学との共同研究
.船内労働環境調査 浮体施設研究室
.舵減揺実験 博士論文作成
.セル フチューニングオー トパイロット実
験
.コース トラッキング実験
博士論文作成
卒業論文作成
.主機回転数制御実験 博士論文作成
.ビデオ式波高計基礎実験 船舶技研との共同実験
.最短時間着桟実験 名工大との共同実験
.航行船舶の視覚認識に関する実験 情報システム研究室
3　実験内容
主な実験の内容は次のとおり。なおこのリストには平成10年度の実験に関連する過去の
汐路丸実験も含めてある。
(1)主機回転数電算機制御
[実験形態] :誘導制御研究室の実験研究,博士論文作成
[実験内容] :電算機からの信号をガバナに送り、主機回転数を制御する。用いた制御
則は古典制御におけるPIDゲインのゲイン自動調整法および自己回帰モ
デルによる最適制御法
[関連論文] : ・中谷他、舶用制御システムのゲイン自動調整に関する研究、造船学会
論文集、第179号、 1996
・中谷他、舶用主機ガバナのゲイン自動調整に関する研究、舶用機関学
会誌、 32-10、 997 (舶用機関学会奨励賞受賞)
・中谷他、舶用制御システムのゲイン自動調整について、計測自動制御
学会論文集、 Vol.34, No.7, pp.689-691, 1998
Nakatani,el al.: A Study on Automatic Tuning of Ship's PID
Regulator, Proceeding of lllh Ship Control System Symposium, Vol.1,
Southampton, UK, 1997
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(2)自動着桟実験
[実験形態] :誘導制御論研究室、名古屋工業大学、トロンハイム工科大学,九州大学
[実験内容] :バウ、スターン、 CPP、舵を用いた最短時間制御による定点への停止実
験
[関連論文] : ・岡崎忠胤、最短時間自動操船に関する研究、博士論文、 998
・正司他、最適制御理論による操船の最適化と自動化について(第1報)、
造船学会論文集、第172号、 1992
・正司他、最適制御理論による操船の最適化と自動化について(第2報)、
造船学会論文集、第173号、 1993
・大津他、最短時間操船に関する研究- I.一外乱のない場合の着桟操船、
航海学会論文集、第90号、 1994
・大津他、最短時間操船に関する研究-n.一外乱のある場合の定点停止法-、
航海学会論文集、第91号、 1994
・岡崎他、巌短時間停止操船に関する一考察、造船学会論文集、第180
号、 1996
・岡崎他、ニューラルネットワークによる最短時間操船に関する研究、
航海学会論文集、第97号、 1997 (航海学会奨励賞受賞)
Ohtsu, K, et al.: Minimum Time Maneuvering ofa Ship, Journal of
Control Engineering Practice, Vol.4, 1996
Berge, et al∴ Non Linear Tracking Control ofUnderactuated Ships
Minimizing Cross Track Error, CAMS98, 1998
・岩本才次他、非干渉制御による自動着桟制御システムの設計、航海学
会論文集、第101号、 1999
(3)オートパイロット実験
[実験形態] :誘導制御研究室の実験研究ならびに博士論文作成のための実験
[実験内容] :バッチアダプティブ型舵減揺オートパイロット、セルフチューニング型
オートパイロットによる実験
[関連論文　Jin Seok Park他、適応型減揺システムに関する研究、関西造船協会
誌、 997
・Due-Hung Nguyen, et al: Designs ofSelfTuning Control Systems
forShips,航海学会論文集、第99号、 1998
Oda, H., et at.: StatisticalAnalysis and Design of a Rudder Roll
Stabilization System, Journal of Control Engineering Practice, Vol.4,
No.3,1996
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(4)波浪計測実験
[実験形態] :誘導制御論研究室の研究実験および日本造船協会SR233研究部会との共
l-li熊
[実験内容] :船体運動および波高計から測定された波高を使って波の方向スペクトル
を算出する。
[関連論文] : -SR233、船舶の高度モニタリングの基礎研究、平成8年度、 9年度、 10年
度報告書、日本造船研究協会
・井関他、船体運動データからの方向波スペクトルの推定について、航
海学会論文集.第86号, 1992
・井関他、船体運動データからの方向波スペクトルの推定について・Ⅱ.、
航海学会論文集、第87号、 1992 (航海学会賞受賞)
・井関他、船体運動データを用いた方向波スペクトルのベイズ推定
(第1報)、造船学会論文集、第172号、 1992
・井関他、船体運動データを用いた方向波スペクトルのベイズ推定
(第2報)、造船学会論文集、第176号、 1994
Iseki, T., et al: Bayesian Estimation of Directional Wave Spectra
Based on Ship Motions, International Conference on Ship and Marine
Research, NAV94, 1994
・大津他、船載型船体運動予測解析システムの研究- I.、航海学会論文集、
第92号、 1995
・井関他、実船運航デ-夕に基づく遭遇波向きの推定について、航海学
会論文集、 97号、 1997
(5) DGPSを用いたダイナミックポジショニング実験
[実験形態] :デルフト工科大学と本学との共同実験
[実験内容] : CPP,ハウスラスタを用いた風の方向に立てながらポジショニングする新
しい定点保持制御方式
[関連論文] :・Pinkster, et al :ウインドベ-ン型自動位置保持システムの研究、
航海学会論文集、第101号、 1999
(6) GPS実験
[実験形態] :情報通信工学研究室における博士論文作成などのための実験地
[関連論文] : ・芋生他、 RTK-GPSによる船体3次元姿勢測定、航海学会論文集、第98
号、 1998
・鈴木他、 GPSを使用した錨泊の実時間監視、航海学会論文集、第98号、
1998
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・浪江他、船舶航行中におけるディジタルMCA無線をデータ伝送に利用
したRTK-GPS測位、航海学会論文集、第100号、 1999
Namie, et al.: RTK-GPS Positioning in Japan by GPS-Based Control
Station via DMCA Mobile Radio Communication System, Proceeding
of National Technical Meeting, 1999
(7)船酔いに関する実験
[実験形態] :海洋人間科学教室の実験研究
[実験内容] :船舶の動揺が人体に与える医学的影響について
[関連論文] : ・佐野祐司、船酔いが循環動態に及ぼす影響、千葉県体育学会、 999
・佐野祐司他、船酔いと加速度脈波との関係、第25回加速度脈波・脈波
研究会講演論文集、 1998
(8) DDV操舵機の実用化と応用実験
[実験形態] :第一電気、三井昭島、ロボット研究室、誘導制御論研究室、汐路丸によ
る共同実験
[実験内容] :第一電気が開発した新しい油圧ポンプを舶用舵取機に応用できるかを実
船実験で確かめると共に、開発した操舵機を舵減揺型オートパイロット
に応用する共同実験
[関連論文] :・Itoh, et al: Collision Avoidance Control of Ship with Genetic
Algorithm, ICCA and ISACS Symposium, Hawaii, 1999
Oda, H., et al: Design Advanced Rudder Roll Stabilization System-
High Power with Small Size Hydraulic System and Adaptive Control,
12th SCSS Symposium, 1999
(9)衝突回避実験
[実験形態] :ロボット工学研究室の実験内容
[実験内容] :遺伝アルゴリズムを用いた衝突回避実験
4　あとがき
最近汐路丸の研究実験のための航海への参加者は多く、学生の実習時の人数以上になる
こともある。実験は互いに協力して融通しあっており、時間配分はトラブルも無く推移し
てきた。共同研究のひとつの仕方として定着しつつある。本年9月以降、大型のプロジェ
クトも予定されており、益々汐路丸を用いた実船実験が盛んになることを期待している。
(文責:大津帖平)
